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The M7.1 Earthquake off Tokachi District on September 11, 2008 
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１．地震の概要 

2008年9月11日09時20分に十勝沖でM7.1（最大震度5弱）の地震が発生した（第1図）．この地

震による被害はなかった（総務省消防庁調べ，9月11日確定報）．この地震は平成15年（2003年）

十勝沖地震（M8.0）（以下，2003年十勝沖地震）の震源近傍で発生しており，発震機構（CMT解）

も2003年十勝沖地震の本震の時とほぼ同じ西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型であった．

2003年十勝沖地震の余震活動は，本震の北東側の領域で活発であったが，2003年十勝沖地震の本

震付近でM6.0以上の地震が発生したのは今回の地震（M7.1）が初めてであった（第2図）． 
第3図に使用する観測点を限定して，三次元速度構造1)を用いて震源再計算を行った結果を示す．

その結果は，北西方向に傾き下がる震源の分布を示している．また，本震の深さは，一元化震源

では31kmと求まったが，三次元速度構造を用いた再計算では深さは20km程度と浅く算出される．

これはこの付近の構造探査から求められたプレート境界の深さ2)とほぼ一致する．これらのこと

と発震機構から，今回の地震が太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した地震であること

が示唆される． 
第4図にIRIS（米国地震学連合）のデータを用いて遠地実体波による震源過程解析を行った結果

を示す．破壊開始点の震央位置は一元化震源，深さは過去の構造探査等2)の知見から20kmとし，

プレート境界型の地震であることから，気象庁CMT解の低角側の節面を用いて解析した．推定さ

れた主なすべり領域は本震の北西側に位置しており，余震は主なすべり領域に発生していない． 
また，今回の本震により，北海道，青森県及び岩手県の太平洋沿岸で津波を観測した（第5図）． 
 

２．余震の特徴 
第6図に今回の地震の余震と2003年十勝沖地震の余震の震央分布図を示すが，今回の本震は2003

年十勝沖地震の余震があまり発生していなかった場所で発生している．第7図は第3図と同様に，

三次元速度構造1)を用いて震源再計算を行った結果を示すが，この結果でも今回の地震の本震及

び3秒前に発生した地震（第8図）は，2003年十勝沖地震の余震があまり発生していない場所で発

生している．また，今回の地震の余震は，今回の本震の南東側に多く発生しており，この領域は

2003年十勝沖地震の際にも多くの余震が発生している（第6図）． 
また，今回の地震の最大余震は9月11日09時32分のM5.7の地震（最大震度2）であり，余震活動

が活発である本震の南東側の領域で発生している（第1図，第6図）． 
 

３．平成15年（2003年）十勝沖地震との比較 
海域で発生する地震は，S相は全般的に不明瞭な場合が多い．2003年十勝沖地震との相対的な

位置を調べるために，P相時刻のみを用いて三次元速度構造1)で震源再計算を行った（第9図）．P



相のみ用いているので深さの精度はないが，震央の相対位置については精度が良いと思われる．

今回の地震の本震は，2003年十勝沖地震の本震と比べ，東南東約10kmの位置にある．また，周辺

の地震観測点における今回の地震の初動部分の比較図（第10図(a)）から，今回の本震は3秒前に

発生した地震の北～北北西方向にあることが分かる．更に2003年十勝沖地震と今回の地震の初動

部分を比較した図（第10図(b)）から，2003年十勝沖地震の方が今回の地震より陸側に位置してい

ることが分かる．また，その距離は陸上観測点における時間差より，10km程度と推測される．こ

れらの地震の相対位置関係は再計算した震央位置（第10図(a)上図）と矛盾はない． 
第11図に各種データから推定された2003年十勝沖地震のすべり量分布と今回の本震及び余震の

位置を一緒に示す．各種データから解析されたすべり量分布は細かい部分は違っているものの，

本震から北西方向に主なすべり領域があることは一致しており，今回の本震はこの主なすべり領

域（図中濃く表示している部分）の端付近に位置している． 
第12図に2003年十勝沖地震（M8.0）とその最大余震（M7.1）及び今回の地震（M7.1）の浦河観

測点における変位波形とフーリエスペクトルを示す．今回の地震と2003年十勝沖地震の最大余震

と比較すると，同規模の地震にもかかわらず，今回の地震は短周期成分が小さくなっており，周

期2～3秒にピークを持つ特徴を持っている．また，今回の地震と2003年十勝沖地震の最大余震の

震度分布と比較すると，マグニチュードが同じにもかかわらず，有感範囲が狭くなっている（第

13図）． 
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Fig.1  The M7.1 earthquake off Tokachi district on September 11, 2008 
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Fig.2  Aftershock activity of the Tokachi-Oki Earthquake in 2003 
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Fig.3  Relocation of hypocenters using 3-D velocity structure 
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Fig.4(a)  Slip distribution estimated by teleseismic body wave 
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Fig.4(b)  Comparison of observed (upper thick line) and synthetic(lower thin line) waveforms 
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Fig.5  Tsunamis from the M7.1 earthquake 
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Fig.6  Locations of the main shock and aftershocks of the M7.1 earthquake and the Tokachi-Oki 

Earthquake in 2003 
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Fig.7  Epicentral distribution determined by using 3-D velocity structure 
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Fig.8  Velocity waveform at Erimo seismic station 
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Fig.9  Relocation of hypocenters using 3-D velocity structure and only P-phase data 
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Fig.10(a)  Waveforms of the earthquake on September 11, 2008 at near seismic stations 
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Fig.10(b)  Comparison of waveforms from the Tokachi-Oki Earthquake in 2003 (M8.0) and those from the 
earthquake in 2008 (M7.1) 
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Fig.11  Superposition of seismic activity and estimated slip area of the Tokachi-Oki Earthquake in 2003 

(M8.0). 
a):Teleseismic body wave, b): Strong ground motion data of JMA 
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Fig.11  Continued. 

c): Strong motion data of K-net and KiK-net, d): Teleseismic body wave and strong ground motion 
data of K-net 
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Fig.11  Continued. 

e): Strong motion data of KiK-net and geodetic data 
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Fig.12  Comparison of displacement waveforms and acceleration spectrum analysis at Urakawa seismic 

intensity station between the Tokachi-Oki Earthquake in 2003(M8.0), the largest aftershock in 2003 
(M7.1) and the earthquake in 2008 (M7.1)  
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Fig.13  Comparison of seismic intensity maps for earthquakes off Tokachi district 


	本文
	第１図
	第２図
	第３図
	第４図(ａ)
	第４図(ｂ)
	第５図
	第６図
	第７図
	第８図
	第９図
	第10図(ａ)
	第10図(ｂ)
	第11図
	第12図
	第13図



